
がまごおり 議会だより H29. 5

10

め
に
は
、
移
転
・
建
て
替
え
し

か
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答　

耐
震
性
能
は
あ
る
が
、
建

築
後
50
年
が
経
過
し
て
お
り
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

29
年
度
か
ら
38
年
度
の
間
に
移

転
・
建
て
替
え
の
検
討
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

●
教
育
費

日
本
語
教
育
相
談
員
経
費

問　

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

29
年
度
は
本
市
で
日
本
語

教
育
が
必
要
な
外
国
籍
の
児
童

・
生
徒
数
を
２
０
５
人
と
見
込

ん
で
い
る
。
従
来
は
各
学
校
で

国
際
交
流
協
会
の
多
文
化
共
生

部
会
に
あ
る
日
本
語
教
室
の
協

力
を
得
な
が
ら
個
別
に
対
応
し

て
き
た
が
、
手
い
っ
ぱ
い
の
状

況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
日
本
語
教
育
の
必

要
な
児
童
・
生
徒
が
最
も
多
い

塩
津
学
区
に
あ
る
塩
津
中
学
校

に
初
期
指
導
が
で
き
る
適
応
指

導
教
室
を
設
け
、
日
本
語
教
育

相
談
員
を
１
人
配
置
す
る
。
相

談
員
は
、
教
員
経
験
者
で
現
在

日
本
語
教
育
を
担
当
し
て
い
る

方
を
予
定
し
て
い
る
。

○
水
道
事
業
会
計

　

年
度
末
給
水
栓
数
は
、
３
万

３
３
６
７
栓
、
１
日
平
均
給
水

量
２
万
６
３
０
１
㎥
を
予
定
し

て
お
り
、
収
益
的
収
支
は
１
億

２
８
９
０
万
円
の
黒
字
予
算
で

す
。

○
病
院
事
業
会
計

　

１
日
平
均
入
院
患
者
数
を
２

５
２
人
、
外
来
患
者
数
を
７
５

０
人
と
見
込
み
、
収
益
的
収
支

は
６
億
９
３
２
０
万
円
の
赤
字

予
算
で
す
。
収
益
的
収
入
と
資

本
的
収
入
で
合
計
15
億
円
を
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
ま
す
。

○
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

会
計

　

年
間
１
９
２
日
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
収
益
的
収
支
は

11
億
４
３
８
０
万
円
の
黒
字
予

算
で
す
。
こ
の
会
計
か
ら
下
水

道
事
業
特
別
会
計
に
７
億
円
、

病
院
事
業
会
計
に
15
億
円
を
支

出
し
ま
す
。

条
例
の
制
定

●
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
及

び
い
じ
め
問
題
再
調
査
委
員

会
条
例
の
制
定

（
第
６
号
議
案
）

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
い
じ
め
問
題

調
査
委
員
会
及
び
い
じ
め
問
題

再
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
い

じ
め
の
防
止
等
の
対
策
を
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

調
査
委
員
会
と
再
調
査
委

員
会
の
委
員
に
は
ど
う
い
っ
た

方
が
な
る
の
か
。

答　

調
査
委
員
会
の
委
員
は
、

専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す

る
第
三
者
、
具
体
的
に
は
県
の

弁
護
士
会
、
医
師
会
、
臨
床
心

理
士
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
い
た
方

に
お
願
い
を
し
ま
す
。

　

再
調
査
委
員
会
の
委
員
は
、

調
査
委
員
会
の
委
員
と
同
様
の

基
準
で
選
定
し
ま
す
が
、
調
査

委
員
会
の
委
員
と
は
別
の
人
を

選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　

重
大
事
態
と
は
、
ど
の
よ

う
な
場
合
か
。

答　

①
い
じ
め
に
よ
り
当
該
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
等
の
生
命
、

心
身
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害

が
生
じ
た
疑
い
が
あ
る
と
認
め

る
場
合
。
②
い
じ
め
に
よ
り
当

該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
が

相
当
の
期
間
学
校
を
欠
席
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
。

③
児
童
生
徒
や
保
護
者
か
ら

「
い
じ
め
ら
れ
て
重
大
事
態
に

至
っ
た
」
と
い
う
申
し
立
て
が

あ
っ
た
場
合
で
す
。

会計名
（補正号数） 補正の主な内容 補正額 補正後の

予 算 額

一般会計
（第６号）

障害者自立支援給付費等国庫負担金等返還金
	 3,434 万 1 千円

3億9,864
万円

289億2,493
万円

後期高齢者医療事業特別会計繰出金	 2,383万円

障害児通所給付費等国庫負担金等返還金
	 354 万 5 千円

生活保護費国庫負担金等返還金	 2,230 万円

竹島水族館耐震・リニューアル事業費
	 2 億 6,350 万円

急傾斜地崩壊対策事業負担金	 257 万 5 千円

道路ストック総点検事業工事費	 2,150 万円

みなとオアシストイレ設置工事費等
	 2,204 万 9 千円

教育文化振興基金積立金	 500 万円

国民健康保険
事業特別会計
（第３号）

高額医療費共同事業拠出金 1,197 万円 1,197
万円

95 億 5,415
万円

後期高齢者医療
事業特別会計
（第１号）

後期高齢者医療広域連合納付金 2,383 万円 2,383
万円

19 億 963
万円

■ ３月定例会で議決された平成28年度補正予算

①設楽ダム建設ではない利水、治水、
環境保護を求める請願

提出者　　清水　芳卓　氏
審査結果　不採択

（○内の数字は請願番号）

■ 請　願


